



































































しながら現在に続いている。安藤聡彦（２）によれば，その時期は 3 期に分けられる。第 1 期：「公害
と教育」研究期，第 2 期：「環境教育としての公害教育」研究期，第 3 期：「公害教育の再構築」研
究期の 3 期である。
　第 1 期は 1960 年代半ばから 1980 年代半ばにかけて地域開発政策に対する対抗的・予防的住民運
動を通して芽生えてきたものである。「住民運動と教育運動」，言い換えれば「公害反対教育運動」
（１）　宮本憲一（2014）『戦後日本公害史論』岩波書店など。



























































































































































































公立の資料館スタッフが 2 〜 3 年で交代してしまうことが多く，その交代した時に，これまでの積


































た。他分野の成功事例は，基調講演として 2014 年に企業の CSR 報告書を作成する仕事をしている
株式会社クレアンの薗田綾子氏，2015 年には地域で図書館を作る活動をしている演出家の花井裕



































　ビジョン作成の前段階として公害資料館ネットワーク 2 年目の 2014 年に「公害資料館連携とは」
の文章に以下のことが合意されている（１１）。
　　　　　



































































































































標（Sustainable Development Goals：SDGs）である。2015 年の 9 月に開催された「国連持続可能
な開発サミット」の成果文書として，「我々の世界を変革する：持続可能な開発のための 2030 ア










支配を促進し，すべての人々に司法への平等なアクセスを提供する。2015 年 9 月 25 日第 70 回国連総会で採択 （国
連文書 A/70/L.1 を基に外務省で作成）「我々の世界を変革する：持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」（外

































（１５）　2017 年 4 月 16 日大津市で訪日外国人の誘致に関し，学芸員について「観光マインドが全くなく，一掃しない
とだめだ」と話した。毎日新聞 2017 年 4 月 20 日。
